
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 市町村緑化推進支援事業 実施計画記載頁 70

対応する
主な課題

①森林、都市緑化、公園緑化など緑化の対象は広範囲に及ぶため、行政のみならず、地域住民、企業等との協働による県民一体となった緑化の推進が必要
である。

「主な取組」検証票

施策展開 1-(6)-イ 花と緑あふれる県土の形成
施 策 ②　都市、道路、郊外及び農山村の緑化

施策の小項目名 ○風致地区の指定　

21市町村（累計）

実施主体 県

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

　都市計画区域内21市町村に対し、緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する緑の基
本計画策定並びに風致地区指定等の地域制緑地制度の活用に向けて技術的指導、支
援を行い、対象となる全市町村が計画策定、制度の活用をすることで、都市計画区域内
における緑地面積の確保を図る。

H29 H30 R元（H31） R2（H32） R3（H33）

15市町村
（計画策定市町村
数）

 担当部課【連絡先】 土木建築部都市公園課 【098-866-2035】

２　取組の状況（Do）

予算事業名 都市計画策定費

主な財源 実施方法
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源 ○H30年度：　市町村にみどりの望ましい姿と実現のための方
針を定めた広域緑地計画の周知等を行い「緑の基本計画」及
び風致地区策定等の取組みを促進した。

－ － ○R元（H31）年度：　市町村に広域緑地計画の周知等を行い
「緑の基本計画」及び風致地区策定等の取組みを促進する。

予算事業名 ―

県単等 委託 － － － 14,841

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

○R元（H31）年度：　―

○H30年度：　―

― ― ― ― ― ―

主な財源 実施方法
H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額

「緑の基本計画」策定に対する市町村への技術的指導・支援

風致地区指定の促進に向けた市町村への技術的指導

様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

活動指標名 計画策定市町村数（「緑の基本計画」） H30年度 H30年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H26年度
　沖縄県広域緑地計画（改定計画）の周知等を行
い、市町村へ「緑の基本計画」策定及び更新の
取組を促した。

15 15 15 15 15 17 88.2%

0 概ね順調

H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 ― H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)

　「緑の基本計画」の指針となる沖縄県広域緑地
計画（改定計画）の周知等により、県におけるみ
どりの目標および市町村における「緑の基本計
画」策定及び更新について共通認識が図られて
いる。活動指標名 ― H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

平成30年度の取組改善案 反映状況

①県内各市町村と緑化施策について意見交換を行い、「緑の基本計画」の策定及び更
新、風致地区の指定など、良好な自然環境等の保全を図る地域制緑地の指定に向けた
取組を促進する。

①「緑の基本計画」の策定及び更新など、良好な自然環境等の保全を図る取組を促進
するため、県内各市町村と緑化施策について意見交換を行った。



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）

・県内各市町村と緑化について意見交換を行い、「緑の基本計画」の策定及び更新など、良好な自然環境等の保全を図る取組を促進する。

○内部要因 ○外部環境の変化

・「緑の基本計画」の策定及び更新に向け、市町村との意見交換等により計画策定への
理解・取り組みを求める必要がある。

―

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・「緑の基本計画」が未策定の市町村に対し計画策定について理解を求め、さらに策定後概ね10年を経過する市町村に対しては、計画の検証及び改定を促進する。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部要因の変化）



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 都市公園における緑化等の推進 実施計画記載頁 71

対応する
主な課題

②沖縄らしい熱帯・亜熱帯性の花木等を活用し、市街地や観光地をはじめ、その地域にふさわしい緑地の創出が必要である。

「主な取組」検証票

施策展開 1-(6)-イ 花と緑あふれる県土の形成
施 策 ②　都市、道路、郊外及び農山村の緑化

施策の小項目名 ○都市公園の整備

　1,594ha
　(累計）

実施主体 国、県、市町村

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

　災害時の避難場所、環境緑化や自然の保全、緑とふれあう憩いの場所の創出、レクリ
エーション活動の場としての都市公園整備を行う。

H29 H30 R元（H31） R2（H32） R3（H33）

1,527ha
供用面積

 担当部課【連絡先】 土木建築部都市公園課 【098-866-2035】

２　取組の状況（Do）

予算事業名 国直轄

主な財源 実施方法
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源 ○H30年度：　国は、国営沖縄記念公園の整備を行い、首里
城地区における復元整備等を完成させた。

－ － 国直轄 ○R元（H31）年度：　国は、国営沖縄記念公園海洋博地区に
おいて、老朽化施設の改修等を行う。

予算事業名 公園費（社会資本交付金）

国直轄 － － － －

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

○R元（H31）年度：　県営都市公園事業において、用地取得や
園路、運動施設等の整備を行う。

○H30年度：　県営都市公園事業において、用地取得や園路、
運動施設等の整備を行った。

内閣府計
上

補助 1,062,629 1,048,793 1,999,474 1,646,167 1,602,845 2,748,838
内閣府計

上

主な財源 実施方法
H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額

花と緑にあふれた都市公園や緑地の計画的な整備

様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

予算事業名 沖縄振興公共投資交付金

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

○R元（H31）年度：　県は、市町村都市公園事業に対して、用
地取得や園路、広場等の整備を行うための補助を行う。

○H30年度：　県は、市町村都市公園事業に対して、用地取得
や園路、広場等の整備を行うための補助を行った。

一括交付
金（ハード）

補助 2,131,059 2,020,032 1,165,366 1,133,685 1,014,288 1,240,492
一括交付

金（ハード）

主な財源 実施方法
H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額

活動指標名 供用面積（都市公園の整備）　（㏊） H30年度 H30年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H26年度
　県営公園及び市町村営公園において、環境緑
化や自然の保全、緑とふれあう憩いの場所の空
間創出に向けて用地取得や園路、広場等の整備
を行った。

1,468 1,480 1,515 1,524 1,536 1,539 99.8%

2,617,133 順調

H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 ― H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)

　県営公園及び市町村営公園において、環境緑
化や自然の保全、緑とふれあう憩いの場所の空
間創出に向けて用地取得や園路、広場等を整備
したことにより、都市公園の供用面積が実績値
1,536㏊と計画値（1,539㏊）に若干満たなかった
が計画通り順調である。

活動指標名 ― H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B



様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）

・公園整備による緑化については、引き続き公園用地取得に向け、地権者等の同意が得られるよう粘り強く交渉を続けるとともに、市町村を通じて地元自治会、関係者等の協力
を得ながら事業を推進する。また、整備の効果が早期に発現できるよう部分的な供用の可能性についても検証する。

○内部要因 ○外部環境の変化

・都市公園における緑化等の推進については、公園整備を行うにあたり公園用地の確
保が必要となるが、用地取得や物件補償において、事業への理解が得られないことや
代替地が確保できない等の理由から、地権者等の同意を得るまでに長期間を要してい
る。

－

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・公園用地の取得に長期間を要することから、地権者等の同意が早期に得られるよう、市町村を通じて地元自治会、関係者等の協力を得ながら事業を推進する必要がある。ま
た、整備の効果を早期に発現させるため、部分的な供用開始も含めた効率的かつ効果的な整備に努める必要がある。

平成30年度の取組改善案 反映状況

①公園整備による緑化については、引き続き公園用地取得に向け、地権者、所有者等
の協力が得られるよう粘り強く交渉を続け、事業が円滑に進められるよう市町村を通じ
地元自治会や関係者等の協力を得る必要がある。また、管理区分の調整等の理由によ
り未だ一部供用開始されていない公園もあることから、事業効果が発現できるよう部分
的な供用の可能性についても検証する。

①公園整備の効果を早期に発現させるため、市町村を通じて地元自治会、関係者等の
協力を得ながら円滑な公園整備に努め、さらに一部完成した公園については部分的な
供用開始に取り組み、供用面積を増加することができた。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部要因の変化）



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

○R元（H31）年度：

○H30年度：
主な財源 実施方法

H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

予算事業名

一括交付
金（ソフト）

委託 374,697 489,910 707,684 519,995

主な財源 実施方法
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源 ○H30年度：　国際通りや首里城等の観光地へアクセスする
41路線（80km）について、緑化（草花等）・重点管理を実施し
た。

368,203 374,206
一括交付
金（ソフト）

○R元（H31）年度：　平成30年度までに緑化した箇所の継続と
新たに観光地へアクセスする道路への緑化・重点管理を推進
する。計画値：80km（累計）

 担当部課【連絡先】 土木建築部道路管理課 【098-866-2665】

２　取組の状況（Do）

予算事業名 沖縄フラワークリエイション事業

80km（累計）

実施主体 県

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

　亜熱帯性気候の特性を生かした魅力ある花や緑であふれる県土を形成するため、観
光地アクセス道路の重点緑化を行い、沖縄らしい風景づくりを推進するとともに、温暖化
防止に寄与する。

H29 H30 R元（H31） R2（H32） R3（H33）

70km
道路緑化・重
点管理延長

主な取組 沖縄フラワークリエイション事業 実施計画記載頁 71

対応する
主な課題

③主要な道路及び観光地へのアクセス道路等の沿道空間において、道路緑化及び植栽管理強化による沖縄らしい風景の創出・沿道等の周辺環境に配慮した
アメニティ空間の創出が求められている。

「主な取組」検証票

施策展開 1-(6)-イ 花と緑あふれる県土の形成
施 策 ②　都市、道路、郊外及び農山村の緑化

施策の小項目名 ○道路の緑化

観光地アクセス道路の緑化・重点管理

様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

平成30年度の取組改善案 反映状況

①定期的なパトロール等により生育・開花の状況を継続的に確認し、植栽箇所の環境条
件に応じた適切な花木や草花を各季節で開花できるように選定や管理方法、育成点
検、灌水手法について検証し、各土木事務所や造園業者と連携して改善策を検討しな
がら、品質確保と向上を図っていく。

①定期的なパトロール等を実施し、草花等の育成管理を年間通じて実施した。また、季
節や植栽箇所の状況等に応じ、草花や花木を選定し、植物が良好な状態を保てるよう
灌水などの対応を取った。また、各土木事務所と造園業者と調整・会議等を実施し、品
質の向上に努めた。

　計画72.5kmに対し、実績80kmとなっており、順
調に進捗している。国際通りや首里城等の観光
地へアクセスする41路線（80km）について、緑化
（草花等）・重点管理を実施したことにより、観光
地沖縄としてのイメージアップと温暖化防止に寄
与することができた。

活動指標名 H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

活動指標名 H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)

H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 道路緑化・重点管理延長 H30年度 H30年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H26年度
　国際通りや首里城等の観光地へアクセスする
41路線（80km）について、緑化（草花等）・重点管
理を実施した。

50km 60km 70km 70km 80km 72.5km 100.0%

368,203 順調

H27年度 H28年度
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４　取組の改善案（Action）

・定期的なパトロール等により生育・開花の状況を継続的に確認し、植栽箇所の環境条件に応じた適切な花木や草花を各季節で開花できるように選定や管理方法、育成点検、
灌水手法について検証し、各土木事務所や造園業者と連携して改善策を検討しながら、品質確保と向上を図る。

・道路ボランティア団体への支援・普及啓発により、住民と行政の協働による「美しい道路環境づくり」を推進する。

○内部要因 ○外部環境の変化

・沖縄観光のイメージアップのため、観光地までの主要アクセス道路について、年間を通
して花と緑のある良好な道路空間を創出し、道路景観の向上と維持させる取り組みが求
められている。

―

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・年間を通して花や道路植栽を良好に保つためには、気候や周辺環境に応じた花木や草花を選定し、適切な育成点検や灌水を行うことが必要である。

・メリハリある植栽・維持管理を行い、かつ効果が持続的で、良好な沿道景観の維持・向上に努める必要がある。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部要因の変化）



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

○R元（H31）年度：

○H30年度：
主な財源 実施方法

H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

予算事業名

県単等 委託 831,364 784,645 930,757 933,724

主な財源 実施方法
H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元（H31）年度 平成30年度活動内容と令和元年度（平成31年度）の活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源 ○H30年度：　主要道路（285km）について、沿道空間における
除草や道路植栽・街路樹の剪定等を通年実施した。

1,109,380 1,193,756 県単等 ○R元（H31）年度：　効率的・効果的な除草作業と、道路植栽
の適正管理を実施し、沿道環境に配慮した道路空間の創出を
図る。計画値：290km（累計）

 担当部課【連絡先】 土木建築部道路管理課 【098-866-2665】

２　取組の状況（Do）

予算事業名 県単道路維持費

300km（累計）

実施主体 県

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

　亜熱帯性気候の特性を生かした魅力ある花や緑であふれる県土を形成するため、主
要道路の重点緑化を行い、沖縄らしい風景づくりを推進するとともに、温暖化防止に寄
与する。

H29 H30 R元（H31） R2（H32） R3（H33）

280km
道路緑化・育
成管理延長

主な取組 主要道路における沿道空間の緑化事業 実施計画記載頁 71

対応する
主な課題

③主要な道路及び観光地へのアクセス道路等の沿道空間において、道路緑化及び植栽管理強化による沖縄らしい風景の創出・沿道等の周辺環境に配慮した
アメニティ空間の創出が求められている。

「主な取組」検証票

施策展開 1-(6)-イ 花と緑あふれる県土の形成
施 策 ②　都市、道路、郊外及び農山村の緑化

施策の小項目名 ○道路の緑化

亜熱帯性気候を活かした道路植栽・街路樹の育成管理

様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

平成30年度の取組改善案 反映状況

①道路植栽の適正管理については、当該ガイドラインに基づき効率的・効果的な管理を
継続し、実証試験区のモニタリングやワーキング会議の実施によりフォローアップを行う
など、長期間良好な沿道景観の維持、除草回数の軽減を図る。
②街路樹の剪定については、路線ごとの課題を整理したうえで優先順位をつけるなど、
街路樹の管理の改善を図る。
③道路ボランティアの普及啓発に向けて、各種支援内容の充実や広報等を推進する。

①雑草の刈払い後に除草剤を使用する路線を増やすことで、効率的・効果的な管理を
行った。また、街路樹の剪定についても、道路利用者の安全性確保に努めた。
②道路ボランティアの支援と普及に努め、前年度の372団体から399団体まで増加させ
ることができた。
③アレロパシー植物や芝等における実証試験区のモニタリングや各土木事務所を含め
たワーキング会議の実施によりフォローアップを行い、有効な植栽管理について意見交
換を行った。また、除草剤を使用する路線を増やし、新たな箇所でアレロパシー植物や
芝を活用するなど、良好な沿道景観の維持、除草回数の軽減を図った。

　道路緑化・育成管理を延長距離で285km行い、
計画値どおり順調に取り組むことができた。平成
30年度においては、雑草の刈払いに加え、除草
剤を使用して効率的・効果的な雑草対策に取り
組むことで、道路植栽の適正管理が行えた。活動指標名 H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

活動指標名 H30年度

実績値

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 実績値(A) 計画値(B)

H29年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 道路緑化・育成管理延長 H30年度 H30年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H26年度
　主要道路（285km）について、沿道空間における
除草や道路植栽・街路樹の剪定等を実施した。

280km 280km 280km 280km 285km 285km 100.0%

1,109,380 順調

H27年度 H28年度



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）

・「沖縄県沿道緑化向上技術ガイドライン」に基づいた管理を継続し、実証試験区のモニタリングするとともに、新たな雑草防除及び景観形成に有用な植物の導入試験の実施等
により、長期間良好な沿道景観の維持、除草回数の軽減を図る。
・路線ごとの課題を整理したうえで優先順位をつけて街路樹の剪定を行う。
・道路ボランティアの普及啓発に向けて、民間を活用した他府県の先進事例の調査や、県内の優良事例の学習会を行う。

○内部要因 ○外部環境の変化

・主要道路における沿道空間の緑化事業については、沿道環境に配慮した道路空間の
創出のため、年４回程度の除草作業が必要であり、路線の状況に合わせて除草回数を
増やしたり、雑草の刈払い後に除草剤を散布するなど、効率的・効果的な植栽管理が必
要である。
・街路樹の剪定について、道路利用者の安全性確保を優先し、交差点部などの必要最
小限しか行えず、適正管理の観点からは改善すべき点が多い。

―

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・道路植栽の管理については、「沖縄県沿道景観向上技術ガイドライン」に基づき、雑草の刈払い後に除草剤を使用するなど、効率的・効果的な管理を行っており、今後も、当該
ガイドラインに準じた作業を周知・徹底し、長期間良好な沿道景観の維持、除草回数の軽減を図る必要がある。
・街路樹の剪定については、路線状況に応じて優先順位をつけるなど、街路樹の管理の改善に取り組む必要がある。
・道路ボランティアとの協働による美化にも取り組んでおり、継続してボランティアの支援強化と普及啓発にも努めていく必要がある。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部要因の変化）


